
テクスト言語学の可能性

テクスト言語学の可能性

一一グリム童話のテクスト言語学的分析一一

黒 沢 宏 手口

o. 序

テクスト言語学 (Textlinguistik)は，従来の言語学とは異なり，文

(Satz)よりもさらに一段上位に位置するテクスト (Text)を分析の対象

とする O つまり，テクスト言語学とは一文以上のまとまりのある文章を分

析する研究分野である，と言えるO

このテクスト言語学に関して，一方では 「テクスト」そのものの定義も

研究者によって異なり，その分析方法も多種多様で，統一的な見解はまだ

存在しないのが現状である O

他方，テクスト言語学と言えば，書かれたテクストのみを扱うと思われ

がちだが，語用論 (Pragmatik)の発展に伴い，テクストのコミュニケー

ション的な側面も研究の対象とすることができる(1)。 言い換えれば，文語

(geschriebene Sprache)のみならず， 口語 (gesprocheneSprache) も，

その分析の対象とすることができるのが，テクスト言語学の利点である O

要するに，文語であれ，口語であれ，これから分析する 「テクスト」の

定義をしっかりと行った上で，そのテクストにあった既存の方法論を用い

て分析すれば，一定の学術的な結論を導くことが可能だという点で，テク

(1) Vgl. Buβmann (2008)， S. 724. 
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スト言語学は守備範囲が広く，実用性の極めて高い学問分野と言える O

このようなテクスト言語学を，言語学以外の分野に応用し，火急の社会

的問題を解決したり，あるいは文化的に実践したりする動向が近年見られ

るO

1.先行研究

ここで，テクスト言語学を言語学以外に応用した事例を概観する O

1.1 Thim-Mabrey jGreule (2007) 

2006年 9月12日ローマ教皇ベネディクト 16世(当時)は， レーゲンスブ

ルク大学の大講堂で， r信仰，理性，大学 回顧と考察j2)と題して講義

(講演)を行った。そしてこの講義の一部がイスラーム教徒，並びにイス

ラーム社会に反感を招くことになった。

レーゲンスブルク大学は，この出来事に対して各学部の代表者たちがそ

れぞれの専門の立場から論文を執筆し，それらを一冊の本にまとめ上梓し

た(3)。哲学部町(言語学及び文学)からは二編の論文，すなわち一般言語

学のブレークレ教授ωと， ドイツ語学のティムーマープレイ教授/グロイレ

教授によるものが提出された。

ティムマープレイ教授/グロイレ教授は， r引用 理解-誤解『レーゲ

ンスブルク講義』に関する言語学的な解説j5)と題した論文を，二人の教授

(2) 原題はGlaube，Vernunft und Universitat. Erinnerungen und Reflexionen. 

講義の内容は，例えば BenediktXVI. (2006)， S. 11-32や Dohmen(2007)， S. 

15-26に収録されている。

(3) V gl. Dohmen (2007). 

(4) V gl. Brekle (2007). 

(5) V gl. Thim-Mabrey /Greule (2007) 
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の見解としてではなく， ドイツ語学講座の総意として，さらに詳しく言え

ば， 2006年度冬学期ドイツ語学講座提供の「博士論文執筆者のためのコロ

キウムJ(Doktorandenkolloquium)に参加していた世界各国からなるゼ

ミ参加者の総意を， ドイツ語学講座の意見として発表した。言わば， ドイ

ツ語学講座として総力を挙げてこの問題に取り組んだ結果を論文にまとめ

たものが Thim-MabreyjGreule (2007)である O

この論文では，教皇による講演に関して，これが本当に「講義」と言え

るのかどうかという問題を，テクスト言語学的観点，特にテクスト種類

(Textsorte) という観点から考察し，教皇による講演が本来の意味での

「講義」とは言い難い， という結論を導こうとする O

他方， r講義」と並んで各種メディアによって用いられている表現のヴァ

リエーション，たとえば，記念講演 (Festvortrag)，招待講演 (Gastvor-

trag) ，講演 (Rede)，教皇の講演 (Papst-Rede) ，スピーチ (Ansprache)

等である O これらの表現の揺れから，教皇による講演テクストを一概にテ

クスト種類「講義Jへと分類することは困難である， と結論付けた(6)o

筆者は，当時，上記のコロキウムに参加し，この論文の成立過程を間近

で見ているので，その主張にも納得できる O しかしながら，言語学とは無

縁の，イスラーム教徒や一般市民がこの論文をどう評価するについては，

議論の余地があろう O

いずれにせよ，イスラーム社会からの激しい批判に対し， ドイツ語学講

座の英知を結集して，テクスト言語学的観点からアプローチしたという点

で，この論文は高く評価されるべきであろう O

(6) Thim-Mabrey /Greule (2007)， S. 167. 
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1.2 黒沢 (2009)σ)

筆者は， Thim 

ン的な側面からアプロ一チしfたこO コミュニケーションの機能を持つ完全な

テクストが成立する為の条件として，以下の七つの基準が挙げられる:

1. 結束構造 (Kohasion)

2. 結束性 (Koharenz)

3. 意図性(Inten tionali ta t) 

4. 容認可能性 (Akzeptabilitat)

5. 情報性(Informativitat)

6. 場面性 (Situationalitat)

7. テクスト間相互関連性(Intertextualita t) 

「レーゲンスブルク講義」では七つの基準のうち，明らかに二つの基準，

つまり第三の意図性と第四の容認可能性を満たすことができず，テクスト

として成立し得な~，。従って，テクスト生産者(教皇)と受容者(主とし

てイスラーム教徒)間のコミュニケーションが成立せず，誤解を招くに

至った。

1.3 HausendorfjThim-Mabrey (2009)(8) 

この著作を筆者は2012年の夏， レ一ゲンスブルク大学を訪問した折，編

著者の一人である Thim

訳せば『書くきつかけとしての芸術作品 ドイツ.チエコへの旅:汗「ガガ、ラ

(7) 黒沢 (2009)，S. 45 ff. 

(8) HausendorfjThim-Mabrey (2009) 
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スの箱舟」を映し出す鏡であるゲストブック 』となる。本の表紙の中央

部分には「ガラスの箱舟」というオブジェが載せられており，最初は芸術

か，はたまた宗教に関する本かとさえ思われた。

2003年"-'2005年にかけてバイエルンの森国立公園のドイツとチェコの国

境付近に芸術作品「ガラスの箱舟J(G lasarche)が設置された。ここを訪

れる観光客の為にゲストブック (Besucherbucher)が用意されたそうであ

るが，このゲストブックをテクスト言語学を含め，芸術的，文化的観点か

ら論じたのが本書である O

本書には16編の論考が収められており，そのうち 7編がテクスト言語学

的分析，とりわけテクスト種類 (Textsorte)を用いた分析を試みているO

ゲストブックを分析の対象にするとは，思いも寄らぬ斬新なアイディアで

ある O テクスト言語学をごく身近な，未知の領域へ応用した先駆的な例と

して，高く評価されるべきであろう。

2. 問題提起

予てより筆者は，テクスト言語学を言語学以外の他の分野へ応用する方

法を模索してきた。最終的には，テクスト言語学を机上の学問からより実

用性の高い分析方法へ高めることが目標である。

とは言え，現段階ではテクスト言語学を利用して上記の Thim-M幼児yj

Greule (2007)のような火急の社会問題を発見し，それに対処するのは困

難である O

他方， HausendorfjThim-Mabrey (2009)のように，言わば文化的・芸

術的な未知の領域を開拓することも難しい。

そうなると，現段階で一番確実なテクスト言語学の応用法とは，社会的・

/ 文化的な方面ではなく，教育的，つまりドイツ語教育にその成果を応用す
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るのが得策と言えるのではなかろうか。この分野での応用例はまだ緒につ

いたばかりである(9)。

3. 本稿の目的

そこで本稿では，テクスト言語学をドイツ語教育の分野に応用すること

を目的とする O この際問題となるのは， どんなテクストを分析するのか，

ということである O

筆者は教鞭を執るようになってから20年になるが，常日頃から初級から

中級への橋渡しをするような教材，具体的に言えば 2年生用の教材を選ぶ

のはかなり困難であると感じている O これは，一方ではドイツ語教科書出

版業界では，初級用は毎年数多くの教科書が出版されるのに対し，中級用

の教材はごく僅かしか出版されないことに起因している O

他方， どんな教材を用いるのかというのも難しいテーマである o 2年生

用であるからには，会話ばかりではなく，少し内容のある，含蓄のあるテ

クストを読ませたいと思うのは，教師の常である O しかしながら，含蓄の

ある文章は，一般に文の構造が複雑で，分かりにくいものが多L、。学生に

とっても，分かりやすい文章を多読した方が，難解な文章を解読するより

も読解力を養成する上で，より効果的である O

では，分かりやすい文章とそうでない文章，言い換えれば易しい文章と

難しい文章の違いは何か。この違いを明らかにできはしないか。

そんな矢先，学生にとっても教師にとっても有益な教科書に出会った。

(9) 乙政 (2005)を参照のこと。乙政氏は， 日本語のテクストをドイツ語で表現

する際に，テクスト言語学の理論がどう役に立つのかを，豊富な実践例と共に

示している。

164 
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『グリム童話で学ぶドイツ語PartnJω である O この教科書の「はじめに」

には，以下のような記述が見られる:

初級文法を終えた学生が無理なく取り組めるよう， rグリム童話集』

200話の中から 4話を書き改めました。第 1話「プレーメンの音楽隊j

は現在形で書かれ，第 2話の「盗賊の花婿」の途中から現在完了仰が

出てきます。

つまり，この書き改められたテクスト(以下，教科書版と表記)はオリ

ジナルに比べれば， I分かりやすいJI易しLリと言える O 従って，オリジ

ナルと教科書版を丹念に比較すれば， I分かりやすい」と「難ししリの聞

に存在する相違を， 目に見える形で捉えることができるのではないか。

そこで本稿では，第l話「ブレーメンの音楽隊J(Die Bremer Stadtmusikanten) 

及び第 2話の「盗賊の花婿J(Der R仰 berbrautigam) を考察の対象とし，

オリジナルと教科書版を検討し，その違いをテクスト言語学的観点から明

らかにすることを目的とする O これにより， I分かりやすい」テクストの

特徴がより明確となり， ドイツ語教育の現場で教材を選定したり，あるい

は執筆する際に活かすことが期待される O

さらに，個人的な経験から言えば，博士論文をドイツ語で執筆する際に，

明断で分かりやすい文章を書く必要性を痛感した。分かりやすいテクスト

ω Wundt/本橋 (2007)。この教科書を， 2008年度から2011年度までの間，かつ

ての非常勤先である沖縄県立芸術大学で使用した。対象とした学生は芸術学専

攻の 2年生で年間，週 2コマの授業を通じてドイツ語を学んでいることが

履修条件である。この教科書は，毎年好評であった。私見では， これ位の難易

度が 2年生のクラスに相応しいと思われる。

ω 時制に関して，オリジナルでは主として過去形が用いられている。本稿では，

時制の相違に関しては言及しない。
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とは何かを知ることは， ドイツ語で自分の意見を表明する際にも有益であ

ろう O

4. オリジナルと教科書版との比較

本稿では，オリジナルと教科書版という 2種類のテクストと，同じく 2

種類の童話を考察の対象とする O これらすべてのテクストを引用すること

は紙幅の関係上，到底できな ~ì。 そこで 2 種類のテクストが，形態論的に

大きく異なる個所を，統語論的観点から分類した上で，すべて列挙する。

両者の対比を明らかにする為に，左側にオリジナルω，右側に教科書版ω

のテクストをそれぞれ引用する。括弧内は典拠を示す(ページ数と行数)。

尚，強調は筆者による O

4.1 プレーメンの音楽隊

先ずは「プレーメンの音楽隊」からの引用である O

4.1.1 関係文 (Relativsatz) (9例)

(1) Es hatte ein Mann einen Esel， Ein Esel dient einem Mann 

der schon lange J ahre die viele J ahre treu und redlich. 

8acke unverdrossen zur乱1uhle Er wird schlieβlich alt und 

getragen hatte， dessen schwach . .. (8. 2， Z. 1 f.) 

Krafte aber nun zu Ende gin-

gen， • •. (8. 161， Z. 2 f.) 

ω 本稿ではオリジナルのテクストとして Rolleke(2003)を用いる O

ω 教科書版のテクストとして Wundtj本橋 (2007)を用いる。

166 
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(2) der jappte wie einer， der sich Der schnappt nach Luft und 

mude gelaufen hat. (8. 161， Z. keucht. (8. 2， Z. 6) 

9 f.) 

侶) weil unserer lieben Frauen Tag (当該の表現なし)

ist， wo sie dem Christkindlein 

die Hemdchen gewaschen hat 

und sie trocknen will; (8. 162， 

Z. 5 ff.) 

(4) in einen Wald， wo sie uber- in einen Wald. Dort wollen sie 

nachten wollten. (8. 162， Z. 20 ubernachten. (8. 10， Z. 1 f.) 

f.) 

(5) der Hahn aber flog bis in die Der Hahn fliegt auf den Gipfel 

8pitze， wo es am sichersten eines Baumes. (8. 10， Z. 3) 

fur ihn war. (8. 162， Z. 23 f.) 

(6) nach der Gegend， wo das Licht 8ie gehen auf das Licht zu， 

war， (8. 162， Z. 32 f.) . (8. 10， Z. 7) 

(7) aber der Hund， der da lag， Da ist aber der Hund， und der 

sprang auf und biss ihn ins beist ihn ins Bein. (8. 18， Z. 3 

Bein， . (8. 164， Z. 5 f.) f.) 
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(8) der Hahn aber， der vom Der Hahn wacht von dem 

L註rmenaus dem 8chlaf ge - Larm auf und schreit laut: (8. 

weckt und munter geworden 18， Z. 5 f.) 

war， . .. (8. 164， Z. 8 ff.) 

(9) Und der das zuletzt erzahlt Dem Erzahler dieser Geschich-

hat， dem ist der Mund noch te ist immer noch der Mund 

warm. (8. 164， Z. 23 f.) warm. (8. 19， Z. 7) 

4.1.2 dass文 (dass-8atz) (7例)

本稿では，従属接続詞dassによって導かれ，尚且つ主文の目的語となる

ような副文を総称してぬss文と呼ぶ。

ωso dass er zur Arbeit immer und (er) kann nicht mehr so 

untauglicher ward. (8. 161， Z. gut arbeiten. (8. 2， Z. 2 f.) 

3 f.) 

(ll) aber der Esel merkte， dass Es weht kein guter Wind， 

kein guter Wind wehte， lief denkt der Esel und macht sich 

fort und machte sich auf den auf den Weg nach Bremen. (8. 

Weg nach Bremen: (8. 161， Z. 2， Z. 3 ff.) 

5 ff.) 

ω dass die 8cheiben klirrten. (8. Die 8cheiben fallen klirrend 

163， Z. 15 f.) nieder. (8. 11， Z. 11) 

168 
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ω dass kein Licht mehr im Haus ist das Haus ganz still und 

brannte， • •• (8. 163， Z. 30 f.) die Rauber sehen kein Licht 

mehr. (8. 15， Z. 2 f.) 

Q4) dass es Feuer fangen sollte. Er halt sie namlich fur gluhen-

(8. 164， Z. 2) de Kohlen. (8. 15， Z. 7) 

ωDa  machte ich， dass ich fort- Da mache ich mich davon. (8. 

kam. (8. 164， Z. 19 f.) 19， Z. 4) 

Q6) dass sie nicht wieder heraus Die Rauber . . . getrauen sich 

wollten. (8. 164， Z. 22) nicht mehr zum Haus. (8. 19， 

Z.5) 

4.1.3 時称文 (Temporalsatz) (7例)

Q7) Als erein Weilchenfortgegan- Unterwegs ... (8.2， Z. 5) 

gen war， • •• (8. 161， Z. 8) 

。8) Ehe er einschlief， • •• (8. 162，当該の表現なし)

Z. 24 f.) 

Q9) bis sie vor ein hell erleuchtetes es wird immer groser und 

Rauberhaus kamen. (8.162， Z. schlieβlich kommen sie zu 

34 f.) einem hell erleuchteten 

Rauberhaus. (8.10， Z. 7-8. 11， 

Z.lf.) 



テクスト言語学の可能性

的 aberwei1 morgen zum 8onn- "Morgen kommen Gaste“， 

tag Gaste kommen， ... (8. sagt der Hahn， . .. (8.7， Z. 3) 

162， Z. 7 f.) 

(28) und附 iJsie mude waren von 

ihrem langen Weg， . .• (8.163， 

Z. 28 f.) 

ωund wei1 er die gluhenden， 

feurigen Augen der Katze fur 

lebendige Kohlen ansah， 

(8. 163， Z. 35 -8.164， Z. 1) 

8ie sind sehr mude von der lan-

gen Wanderschaft. .. (8.14， Z. 

7-8. 15， Z. 1) 
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4.1.5 条件文 CKonditionalsatz) C 2例)

(30) ..wenn 's einem an den Kragen .. Ich kann nicht lustig sein， 

geht，“ antwortete die Katze， denn mir geht es an den 

. (8. 161， Z. 24 f.) Kragen" ， antwortet die Katze， 

. (8. 6， Z. 3 f.) 

ωund wenn wir zusammen ..Du hast eine gu te 8timme und 

musIZleren， . •• (8. 162， Z. 15) kannst auch 8tadtmusikant 

werden!“， ... (8. 7， Z. 6 f.) 
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4.1.6 比較文 (Komparativsatz) (2例)

ω solang ich noch kann. (8.162， so lang wie moglich. (8. 7， Z. 

Z. 12) 5) 

ωund asen， aJs wenn sie vier setzen sich an den Tisch 

Wochen hungern sollten. (8. und essen mit riesigem Appetit. 

163， Z. 21 f.) (8. 14， Z. 3 f.) 

4.1.7 間接話法CindirekteRede) vs.直接話法 (direkteRede) (5 191j) 

(劫 dort，meinte er， konnte er ja Dort will ich 8tadtmusikant 

8tadtmusikant werden. (8. werden. (8. 2， Z. 5) 

161， Z. 7 f.) 

(35) ... und hat der Kochin gesagt， "die Hausfrau hat kein Erbar-

sie woll te mich morgen in der men und ich komme morgen in 

8uppe essen， ... (8. 162， Z. 9 die 8uppe.“ (8. 7， Z. 4 f.) 

f.) 

(36j da dauchte ihn， er sahe in der . .. und (er) bemerkt in der 

Ferne ein Funkchen brennen， Ferne ein Funkchen brennen. 

. .. (8. 162， Z. 26 f.) (8. 10， Z. 4 f.) 

。カ undrief seinen Gesellen zu， es 8einen Genossen ruft er 

musste nicht gar weit ein Haus zu: "Gar nicht weit ist ein 

sein， . .. (8. 162， Z. 27 f.) Haus.“ (8. 10， Z. 5 f.) 
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(38) Die Rauber . . . meinten nicht 8ie meinen， ein Gespenst be-

anders， als ein Gespenst kame droht sie. (8. 14， Z. 1 f.) 

herein， . .. (8. 163， Z. 16 ff.) 

4.1.8 zu不定詞 CInfinitivmit zu) (3例)

~9) Da dachte der Herr daran， ihn Da will ihn der Mann aus dem 

aus dem Futter zu schaffen， Futter schaffen. (8. 2， Z. 3) 

(8. 161， Z. 4 f.) 

ω um die Rauber hinausZl1 jagen Die Tiere wollen nun die 

(8. 163， Z. 6 f.) Rauber vertreiben . .. (8. 11， 

Z.5f.) 

住D nngen sie auf ein Zeichen Dann fangen sie mit ihrer 

insgesamt an， ihre Musik zu Musik an: (8. 11， Z. 9) 

machen: (8. 163， Z. 12 f.) 

4.1.9 呼びかけ CAnrede) C 4 OID 

ωPackan (8. 161， Z. 12) (当該の表現なし)

ωalter Bartputzer (8. 161， Z. 23 (当該の表現なし)

f.) 

(叫 duRotkopf (8. 162， Z. 12) (当該の表現なし)

(45) Grauschimmel (8. 163， Z. 1) (当該の表現なし)
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4.2 盗賊の花婿

続いて「盗賊の花婿」からの引用である O

4.2.1 時称文 (Temporalsatz) (8例)

(掛 a1ssie herangewachsen war， 8ie wird erwachsen . .. (8. 22， 

. (8. 219， Z. 8) Z. 1) 

ωsooft sie ihn ansah oder an ihn Beim Anblick seiner Gestalt 

dachte， • .. (8. 219， Z. 16) bekommt es sogar Angst. (8. 

22， Z. 6 f.) 

側~ A1s der 80nntag kam und das Am 80nntag ist dem Madchen 

Madchen sich auf den Weg angst und bange， . .. (8. 26， Z. 

machen sollte， • . • (8.219， Z. 26 1) 

f.) 

ωhis es mitten in den Wald Das Madchen . . . erreicht end-

kam， • .. (8. 220， Z. 2) lich das Haus mitten im Wald. 

(8. 26， Z. 5 f.) 

側 unda1s er sich nicht gleich Er lasst sich nicht abziehen. 

abziehen lieβ， . .. (8. 221， Z. 10 (8. 35， Z. 1) 

f.) 

$1) A1s die Braut das horte， . (当該の表現なし)

(8. 221， Z. 23) 
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ωbIs sie morgens in der Muhle Am nachsten Morgen errei-

ankamen. (8.221， Z. 32 f.) chen sie die Muhle des Vaters. 

(8. 39， Z. 3) 

ω Me sie bei Tische saβen， Nun sitzen alle Gaste am 

(8. 222， Z. 1 f.) Tisch . .. (8. 39， Z. 6 f.) 

4.2.2 関係文 CRelativsatz) (7例)

(54) ... in den Wald kam， wo er (当該の表現なし)

am d unkelsten war， ... ( 8. 

220， Z. 2 f.) 

~5) Das Madchen blickte auf und Das Madchen ... merkt， die 

sah. dass die 8timme von einem 8timme kommt von einem 

V ogel kam， der da in einem V ogel aus einem Kafig an der 

Bauer an der Wand hing. (8. Wand. (8. 27， Z. 4 f.) 

220， Z. 9 f.) 

邸~ du warst eine Braut， dIe bald Du meinst， du machst bald 

Hochzeit macht， . •. (8. 220， Z. Hochzeit， . .. (8. 30， Z. 3 f.) 

21 f.) 

的 hinter ein groβes Fass， wo Das Madchen versteckt sich 

man es nicht sehen konnte. (8. hinter einem grosen Fass. (8. 

220， Z. 29 f.) 31， Z. 2) 



近畿大学法学第61巻第 2・3号

ωdie 8chlafenden . . . . die da rei- sie muss uber die 8chlafenden 

henweise auf der Erde lagen， wegschreiten. Die liegen rei-

(8. 221， Z. 24 f.) henweise auf der Erde. (8. 38， 

Z. 4 f.) 

(59) Als der Tag kam， wo die Hoch- Dann kommt der Hochzeitstag. 

zeit sollte gehalten werden， (8. 39， Z. 5) 

.. (8. 221， Z. 35 f.) 

(60) Der Rauber， der bei der Der Rauberbrautigam er-

Erzahlung ganz kreideweiβblasst vor Angst， • . . (8. 43， 

geworden war， • •• (8. 222， Z. Z. 9) 

36-8. 223， Z. 1) 

4.2.3 dass文 Cdass-Satz) (4例)

(61) Das Madchen blickte auf und Da hort das Madchen eine 

sah， dass die 8timme von 8timme: (8. 27， Z. 1) 

einem Vogel kam， . •• (8. 220， 

Z.9f.) 

ω dass sie (die Rauber) sich 8ie legen sich deshalb bald hin， 

bald in den Keller hinlegten， schlafen und schnarchen ganz 

schliefen und schnarchten. (8. laut. (8. 38， Z. 2 f.) 

221， Z. 21 f.) 
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側 AberGott half ihr， dass sie Mit Gottes Hilfekommt sie bis 

glucklich durchkam， ••. (8. zur Tur. (8. 38， Z. 6) 

221， Z. 26 f.) 

(帥 Undeiner von den Raubern Ein Rauber hat gemerkt， an 

sah， dass an dem Goldfinger ihrem Ringfinger ist noch ein 

noch ein Ring steckte， . •• (8. schoner Ring. (8. 43， Z. 4 f.) 

222， Z. 29 f.) 

4.2.4 間接疑問文CindirekterFragesatz) (4例)

(6~ ..Ich weiβnicht， wo Euer Haus "Wo ist denn dein Haus?“(8. 

ist.“ (8. 219， Z. 19 f.) 23， Z. 2) 

M "Konnt Ihr mir nicht sagen，" Das Madchen spricht sie an 

sprach das Madchen， "ob mein und fragt:川T0 ist denn mein 

Brautigam hier wohnt?“ (8. Brautigam?“ (8. 30， Z. 1 f.) 

220， Z. 18 f.) 

的 denn sie sah wohl，開sfurem (当該の表現なし)

8chicksal ihr die Rauber zuge-

dacht hatten. (8. 221， Z. 7 f.) 

側 Da erzahlte das Madchen Dem erzahlt die Tochter die 

seinem Vater alles， wIe es sich ganze Geschichte. (8. 39， Z. 3 

zugetragen hatte. (8.221， Z. 33 f.) 

f.) 
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4.2.5 条件文 CKonditionalsatz)C 3例)

(69) wenn sie dich in ihrer Gewalt (当該の表現なし)

haben， . . • (8. 220， Z. 24 f.) 

(70) Jfenn ich nicht Mitleiden mit Ich habe Mitleid mit dir und 

dir habe und dich rette， . •. (8. rette dich， • .• (8. 30， Z. 7) 

220， Z. 27 f.) 

。1)防Tenn die Rauber schlafen， Bald schlafen die Rauber. (8. 

. (8. 220， Z. 32) 31， Z. 4) 

4.2.6 因由文 CKausalsatz)C 2例)

ωund da der Muller nichts an Der Muller hat an ihm nichts 

ihm auszusetzen wusste， •. . auszusetzen . .. (8. 22， Z. 4 f.) 

(8. 219， Z. 12 f.) 

ωund weIi er sch wer abzuziehen (当該の表現なし〉

war， . •• (8. 222， Z. 30 f.) 

4.2.7 目的文 CFinalsatz)C 2例)

仰 unddamit du den Weg durch dann findest du zu meinem 

den Wald findest， . .• (8. 219， Haus.“ (8. 23， Z. 6 f.) 

Z. 24 f.) 
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a~ und damit es den Weg be- 当該の表現なし)

zeichnen konnte， . .. (8.219， Z. 

28 f.) 

4.2.8 間接話法CindirekteRede) vs.直接話法 (dir

。6) so wunschte er， sie ware ver- ihr Vater denkt: ..Kommt ein 

sorgt und gut verheiratet: (8. ordentlicher Mann und macht 

219， Z. 8 f.) ihr einen Heiratsantrag， wird 

er mein 8chwiegersohn.“ (8. 

22， Z. 2 f.) 

。カ Essuchte Ausreden und mein- Das Madchen sucht nach 

te， es konnte den Weg dahin 

nicht finden. (8. 219， Z. 21 f.) 

Ausreden: ..Ich weiβden Weg 

dorthin nicht !“(8. 23， Z. 4 f.) 

4.2.9 zu不定詞 (Infinitivmit zu) (1例)

a8) so kam ein Freier， der schien Nicht lange danach kommt ein 

sehr reich zu sein， • .. (8. 219， Freier. Er ist sogar sehr reich. 

Z. 11 f.) (8. 22， Z. 3 f.) 

4.3 オリジナルと教科書版との統計的比較

ここで、二つの童話に共通する形態論上の特徴に言及しておく 。関係文，

dass文，時称文，因由文，条件文，比較文，間接疑問文， 目的文は副文

として一括することが可能である O 両者に共通するのは次の事項である:

① 副文の書き換え
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② zu不定詞の書き換え

③ 間接話法から直接話法へ

④ 呼びかけ (1プレーメンの音楽隊」のみ)

これを統計的にまとめると以下の通りである:

① ② ③ ④ 計

プレーメンの音楽隊 33 3 5 4 45 

盗賊の花婿 30 2 。33 

計 63 4 7 4 78 

この表から， 二つのテクストの決定的な相違は副文の有無にあり，これ

がテクストの分かりやすさに重大な影響を及ぼしていると言える O

5. テクス卜言語学的分析

さて，いよいよ上記の形態論上の違いに注目しながら分析を始めるO

5.1 KesseljReimann (2010) 

テクスト言語学では，未だに確固としたテクストの分析方法は存在しな

い。その中でも具体的，且つ詳細な分析方法を提示しているのが

KesseljReimann (2010)である O 本稿では， この分析法を部分的に採用

する O 先ずこれを要約して紹介するω:

1. テクスト種類 (Textsorte)，テクスト機能 (Textfunktion)，テ

ωKesseljReimann (2010)， S. 220 ff. 
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クスト製作者のコミュニケーション意図 (diekommunikative 

Absicht)に関して，最初に評価する O

2. テーマの展開 (Themenentfaltung)へと考察を進める。一番良い

のは，指示作用の連鎖 (Referenzketten)やイゾトピーレベルω

(Isotopieebene)を突き止めた後で，テクストテーマ (Textthema)， 

ないしはテクストテーメン (Textthemen)を述べることである O

というのは，指示作用の連鎖やイゾトピーレベルが，テクストテー

マやテーメンについて情報を与えてくれるからである O

3. 以下の要領で，如何にして結束性 (Koharenz)が成り立っている

のかを調査する:

トピック (Topiks)を記述するために

a)先行表現 (Bezugsausdrucke;BA)と参照指示表現 (Verweis-

ausdrucke; VA)を突き止めるO

b)先行表現と参照指示表現を統語的観点、から記述する O その際，

参照指示表現は語葉的にも文法的にも可能であることに注意する O

c) BAと VAの聞に，指示作用の一致 (Referenzidentitat)，あ

るいは不一致(-verschiedenhei t)があるかどうかを突き止め，指

示作用の手段(例えば，指示作用の一致の場合は，語葉素の置き

換え:同義性 (Lexemsubstitu tion: Synonymie)を記述し，場

仰 イゾトピー(Isotopie)とは，語のレベルでの反復で，表現は異なるものの，

同じ意味的特徴を持つ語が繰り返されることを言う。例えば， Iへピースモー

カーJI肺癌JI葉巻JI依存者JI喫煙」は「健康を害するJ(gesundheitsschadigend) 

に関するイゾトピーである。Vgl. KesseljReimann (2010)， S. 210. 尚，イゾ

トピーは元来，化学の術語 (アイソトープ，同位体)であったが，テクスト中

でも同じ意味の表現が繰り返される様子を同位体現象と見倣すが故に， テクス

ト言語学へと転用された。
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合によっては指示作用の関係(例えば指示作用の統一〉を述べる。

d)先行表現と参照指示表現の統語的関係を決定する D

e)結合の間隔 CVerflechtungsabstand)や結合の方向 CVerflech-

tungsrichtung)を突き止める O

指示作用の連鎖を確かめるために

a) 同一の指示作用目的語に関係する，テクスト中のすべての語を

決める O

b) トピックを記述するために，先行表現と全ての参照指示表現を

その用い方に応じて分類する O

c)テクストテーマに関して，指示作用の連鎖を突き止めた結果か

ら，どのような結論を導き出せるか?

イゾ卜ピーレベルを決定するために

a)超文分析的に Ctransphrastisch)，多層的に繰り返される，意

味論的特徴を突き止める O

b)イゾトピーレベルの全ての語を列挙する O

c)それらの語の品詞は?

d)テクストテーマに関して，そしてテクスト種類に対して， 一つ，

あるいは幾つかのイゾトピーレベルを突き止めたことから，どの

ような結論を導き出せるか?

e) ひょっとすると，さらに別なイゾトピーレベルが見つかるかも

しれないので，上記の方法を繰り返してみる O

構造の反復 (ωSt廿n叫ul王tur口.τI

テクストの文章中に，構造的に共通している点一例えば，対句のよ
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うな文体上のあや等ーがあるかどうか確かめる O

結合関係 (Konnexion)による結合 (Verflechtung)のために

a)テクストからすべてのコネクター (Konnektoren)を抜き出す。

b)コネクターの場所(位置〉を挙げる O

c)コネクターによって，どのように文と文が意味論的に互いに関

連しあっているか?

4. 考察の結果から一指示作用形式 (Referenzf ormen)の方法と数か

らーテクスト種類，テクスト機能，テクスト製作者のコミュニケー

ションの意図のそれぞれに関して，結論を導き出す。

5. テクストテーマ，ないしはテクストテーメンを自分の言葉で表現

する O

5.2 KesseljReimann (2010)の問題点

この分析方法は，短いテクストを分析することを暗黙裡のうちに前提と

しているO その証左として，モデル例 (Musteranalyse)として挙げられ

ている新聞記事のテクストはわず、か 9行である O これは， ドイツでゲルマ

ニスティ ックを専攻する学生が，卒業・終了する際に受験する国家試験

(Staatsexamen)の現代ドイツ語の言語学的分析 (gegenwartssprachliche 

Analyse)を強く想定したものと思われる O

従って，本稿のようにあるまとまった分量で， しかも内容的には同一の

テクストを分析する際には，その方法を適宜，取捨選択して分析せざるを

得な~\。 さらに，この方法は，上記の1.から順番に分析を進めていく，と

いう方式を採っているが，本稿のようなテクストの違いを分析する場合に

は，個々のケースに合致した方法を逆に上記から選ぶ， とし 1う方法を採る

のが最も現実的である O
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以下では， 4.3で考察したオリジナルと教科書版との四つの相違点，つま

り①副文の書き換え， ② zu不定詞の書き換え， ③間接話法から直接話法

へ， ④呼びかけについて，テクスト言語学的分析を行う O

5.3 副文の書き換え

副文の書き換えは，二つの童話を通して78例中63例 (80.8%)が確認さ

れた。オリジナルと教科書版との間で，最も異なる箇所である O

KesseljReimann (2010)の分析方法には， I副文」に該当するような項

目はないが，テーマの展開 (Themenentfaltung)を応用するのが得策で

あろう O 一般に，テーマの展開には次の四つがあるとされるが，明確な基

準は存在しない:

1 )記述的 (deskriptiv;例えばニュース)

2 )物語的 (narrativ;例えば日常の物語)

3 )解説的 (explikativ;例えば取扱い説明書)

4)論証的 (argumentativ;例えば新聞のコメント)

この中で，童話のテーマの展開は明らかに「物語的」である O しかし，

オリジナルと教科書版を精査すると，さらに厳密な分析が必要である O な

ぜなら，オリジナルには童話とは言え63例もの副文が用いられているから

である O

統語的観点からすれば，副文とは語}I頃，時制や法 (Modus)の選択，並

びに発話内行為(Illokution) という点に関して，上位にある主文に依存

した文で、あるω。

Q6) Vgl. Busmann (2008)， S. 467. 

184 
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他方，意味論的観点からすれば，副文は主文との関係を述べる文である O

例えば，時称文は主文と副文との聞に存在する時間的な関係を，因由文は

主文の意味内容に関する原因や理由を，それぞれ説明する O 上記で引用し

た副文は，関係文， dass文，時称文，因由文，条件文，比較文，間接疑

問文， 目的文の 8種類に上る。

従って，テーマの展開に関して言えば，オリジナルは「物語的」であり

ながら「解説的J1論証的」要素を多分に含んだテーマの展開となってい

るO

これに対し，教科書版では書き換えにより， 1解説的J1論証的」要素が

消されている O 以上の考察から，両者の違いを図で示すと以下の通りであ

る:

オリジナル

narratIv 

テーマの展開 ( + explikativ) 

教科書版

narratIv 

(-explikativ) 

(+ argumentativ) I (-argumentativ) 

5.4 zu不定詞の書き換え

zu不定調は上記のC39)仰)ω，及び仰が該当するO ωの UID...ZU不定詞

1'"'-'する為に」以外は， zu不定調が以下のように動詞の目的語となってい

る:

C39) dachte 1考えた」

ωfingen . . . an 1始めた」

(7~ schien 1見えた」

zu不定詞に関しても， KesseljReimann (2010)の分析法にはこれに対
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応した分析法はな~，。上で考察した「副文」と同様に，統語的観点からす

れば， zu不定詞も上位の動詞に依存している O 教科書版には zu不定詞は

全く見られない。zu 不定詞をなくし，文章を単純化することによって，

「テーマの展開」がより「物語的」となっていると解釈できるのではなか

ろうか。

従って，テクスト言語学から見れば，副文の書き換えと同様， zu不定詞

の書き換えも「テーマの展開」に影響を及ぼしていると言える O ただし，

zu不定詞は 4例 (5.1%)と少ないので，その影響も少ないと言えよう O

5.5 間接話法から直接話法へ

間接話法から直接話法への書き換えは，構造の反復 (Strukturrekurrenz)

に該当する O

同ーの法を用いた文章 (ModusgleicheSatze)は，文章に互いに結びつ

く力がある為，ーまとまりと感じられるのに対し，接続法 (Konjunktiv)

を用いた文章である間接話法の場合，そうは感じられな~，。なぜなら，接

続法が用いられている個所は，サブテクスト (Subtext)に下位区分され

るからである(17)。

つまり，テクスト言語学からみれば，同じ法，即ち直説法 CIndikati v ) 

が使用されている文章では，同じ構造が繰り返されたと見倣され，統一感

のあるテクストと感じられる O これに対し，接続法が使用されている個所

は， I統ーを欠いた」と判断される O

要するに，間接話法から直接話法への書き換えによって，接続法が消え，

その結果，同じ構造が反復している，と言えよう O

ところで， ZifonunjHoffmannjStrecker はコンテクスト種類 (Kon-

Q7) KesseljReimann (2010)， S. 210. 

側 ZifonunjHoffmannjStrecker(1997)， S. 1743 ff. 

- 186-
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textsorle)という 言い方をし，コンテクストを次の四つに分類しているω:

-直接コンテクスト (Direktheitskon texte) 

・間接コンテクスト CIndirektheitskon texte) 

・事実コンテクスト (Faktizita tskon texte) 

・モダリテートコンテクスト (Modalita tskon texte) 

直説法はすべてのコンテクスト種類に現れうるが，接続法は 「間接コン

テクスト」と「モダリテートコンテクスト」にしか現れない。

ZifonunjHoffmannj8trecker に従えば，間接話法が使用されたのは

「間接コンテクスト」ということになる O 教科書版では，間接話法から直

接話法へと書き換えられているので， I直接コンテクスト」から「間接コ

ンテクスト」へとコンテクスト種類が変化した，とも解釈できる O

5.6 呼びかけ

「呼びかけ」の表現は「プレーメンの音楽隊」にしか見られな L、。主と

して，動物の外見的特徴を象徴的に表現したものであるO 教科書版では，

この 「呼び、かけ」を完全に省略している O 以下に再度引用し， 日本語訳を

付しω，誰に対しての呼びかけなのかを検討する O 尚，発話者は(羽以外は

ロバ (derEsel)である O ωの発話者はおんどり (derHahn)である O

ωPackan (8. 161， Z. 12) 

犬に対して:ワ ン公 (261頁)

(当該の表現なし)

U9) 日本語訳は，グリム兄弟 (池田香代子訳)(2008)を参照させて頂いた。
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(43) alter Bartputzer (8. 161， Z. 23 f.) 

猫に対して:髭なでのおばあ (262頁)

ωdu  Rotkopf (8. 162， Z. 12) 

おんどりに対して :赤いとさかの兄弟。63頁)

ωGrauschimmel (8. 163， Z. 1) 

ロパに対して:灰色の兄き (264頁)

(当該の表現なし)

(当該の表現なし)

(当該の表現なし)

呼びかけを分析するには，先行表現 (Bezugsausdrucke;BA) と参照指

示表現 (Verweisausdrucke;V A)が好適である O 二つの表現が同一の目

的語を指す場合，共同指示作用 (Koreferenz) と呼ばれる O この際，最初

の自意的な (autosemantisch)表現が先行表現で， しばしば不定冠詞を

伴って現れる O この語以降に現れる，共同指示的な表現が参照指示表現で

ある O この表現は共意的 (synsemantisch)で， しばしば人称代名詞のこ

ともあり得る。先行表現と参照指示表現を二つ合わせてトッピク (Topik)

と呼-s~ (2(>>。

以下ではωを例にして分析を進める O 先ず， ωの前後のテクストを引用

する O

Als er (der Esel) ein Weilchen fortgegangen war， fand er eInen 

JagdhundBA auf dem Wege liegen， derVA jappte wie einer， der sich 

mude gelaufen hat. "Nun， was jappst duVA so， PackanVA?“ fragte 

der Esel. (8. 161， Z. 8-11) 

ωKesseljReimann (2010)， S. 209. 



テクスト言語学の可能性

このテクストの中で，猟犬 (Jagdhund)が登場するのは， この個所が

最初である。従って， einen.hぜdhundが先行表現 (BA) となる O これ

以降，猟犬を指す語はすべて参照指示表現 (VA)となる :

der (関係代名詞); du (お前); Pac/am (ワン公)

教科書版では，このPackanが省略されている O テクスト言語学から見

れば，参照指示表現が一つ減少したと言えるが，学生がテクストを理解す

る上ではあまり影響がないと言える O

6. 結論

本稿では， グリム童話の二つの物語， Iプレーメンの音楽隊」と「盗賊

の花婿」に関して，そのオリジナルと教科書版との形態論的な相違に焦点

を当て，テクスト言語学的観点からテクストの「分かりやすさ」を解明す

べく考察を進めてきた。

二つのテクストの相違を分析するには， Iテーマの展開JI構造の反復」

「先行表現」と「参照指示表現」が有効であった。その中でも， I副文の書

き換え」と IZU不定詞」を分析する際に用いた「テーマの展開」が78例中

67例 (85.9%)とその他を圧倒していので，特に重要であるO

かくして以上の考察を進めれば，分かりやすいテクストとは，そのテー

マの展開が 「物語的」で， しかも「解説的JI論証的」要素を極力排除し

たテクスト (narrativ;-explikativ， -argumentativ)と言えようか。

ドイツ語教授法的観点から言えば，初級を終えた 2年生以上の上位年次

向きの教材には，このようなテーマの展開となっている教科書を選定した

り，執筆したりすることが肝要である O さらに，独作文の指導に際しては，
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このようなテーマの展開となる文章を書くよう学生を導くことが望ましい。

本稿では，意味論的観点からの分析，例えばイゾトピーレベルの分析は

行っていない。この観点からの考察は次回に譲りたL、。
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